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参加者募集！「みかん狩り・柿狩り」
バスで行きます
昼食付きです

生協ならでは！生産者との交流ツアーに行ってみませんか
秋の収穫体験

■往復はがきの場合
　�はがきには①ツアーのコース名と参加したい日　　
②住所③電話番号④参加者すべての名前（ふりがな）
と年齢（学年）⑤組合員コードをご記入ください。

　【申し込み先】
　〒534－0024　大阪市都島区東野田町１丁目５－26
　　生活協同組合おおさかパルコープ
　　組合員活動部（植田）まで

■申し込み締め切り　９月23日（金）消印有効

申し込み方法

　組合員サービスセンター　　0120-299-070
　携帯・PHSからは　☎�072-856-7671（有料）
　（月・土�９：00～17：00　火～金�９：00～18：00）

　【問い合わせ先】

※�このツアーは一般の観光ツアーとは違い、組合員さんに生産者や商品について
より知っていただくためのツアーで、パルコープが一部費用を負担します。ご親
族でも組合員さんでない方の参加はご遠慮ください（同居家族は組合員です）。
※�申し込みは１枚のはがきに１コースずつでお願いします。グループで申し込む
場合１枚のはがきにお書きください（組合員さんごとに組合員コードを記入）。
※�申し込み多数の場合は抽選し結果ははがきでお知らせします（初めての方が優
先です）。
※要項は後日参加者に郵送します。
※�視覚・聴覚に障がいをお持ちの方でガイド・手話ボランティア制度を利用され
る方はお知らせください（日帰りツアーのみ）。
※�応募で得た個人情報はツアーの連絡、産地交流に係る企画案内以外には使用し
ません。

こちらからも
申し込みできます→

■ホームページの専用フォームからも申し込めます
　https://welcome.palcoop.or.jp/event/sp/ 生活協同組合おおさかパルコープ　大阪市都島区東野田町1-5-26　

大阪府知事登録旅行業第2-1360号　総合旅行業務取扱管理者　山根洋子

この企画は、当生協「旅行業約款（募集型企画旅行契約）」によります。

取消料について
お申込後、組合員さんの都合により取り消しになる
場合、及び旅行代金が所定の期日までに入金がなく
申込みをお断りした場合、旅行代金に対し右記の利
率で取消料（お一人様につき）をいただきます。又、
組合員さんの都合で出発日及びコースの変更人員
減をされる場合も取消料をいただきます。取消料は
営業時間内に申し出られた日を基準といたします。

契約解除の日 取消料（お一人様）
1）21日目にあたる日以前の解除
　（日帰り旅行にあっては11日目）
2）20日目にあたる日以降の解除
　（日帰り旅行にあっては10日目）（3 ～ 6を除く）
3）7日目にあたる日以降の解除（4 ～ 6を除く）
4）旅行開始日の前日の解除
5）当日の解除（6を除く）
6）旅行開始後の解除または無連絡不参加

無料

旅行代金の20％

旅行代金の30％
旅行代金の40％
旅行代金の50％
旅行代金の100％

旅行開始
日の前日
から起算
してさか
のぼって

去年の参加者の感想より

柿 狩 り
美吉野農園（奈良県）
①11月12日（土）募集40名
②11月13日（日）募集40名
行　程 �９：00パルコープ京橋事務所（本部）集合→　　　

11：50頃収穫体験→12：30頃昼食→　　　　　　　
15：00頃「柿の葉ずし専門店」立ち寄り→　　　　
17：00頃京橋帰着

参加費 中学生以上　3,500円　　
　　  　３歳以上　　1,500円　※３歳未満の参加不可

有田コープファーム（和歌山県）
①11月19日（土）　　募集40名
②11月23日（水・祝）募集40名

お土産
お一人様
1ネット

みかん狩り

行　程  ９：00パルコープ京橋事務所（本部）集合→
　　  　11：00頃昼食・生産者と交流→12：00頃収穫体験→
　　  　14：00頃「湯浅醤油」（醤油資料館）見学→
　　  　17：00頃京橋帰着
参加費 中学生以上　3,000円　　
　　  　３歳以上　　1,500円　※３歳未満の参加不可

な所で育てられて、生産者の方々のお話も聞けるので、家族
で楽しみにしていました。実際に直接生産者さんのお話を聞
いて、農薬の散布回数や時期などを聞き安心しておいしいみ
かんを沢山子ども達にも食べさせられると思いました。子ど
も達も今回みかんの木をみたのも初めてだったので良い体験
になったと思います。� 　（寝屋川市　Ｏさん）

　今回、コープさんの収穫体験
を初めて参加させて頂きまし
た。有田みかんは、ＣＭにもこ
の時期は流れているので、どん

　一面柿の木は、初めて見る風景
です。おいしそうな柿を品定めし
て鋏を当てる瞬間を体験してみて
収穫の作業などのご苦労を感じま
した。商品には生産者の方の農作
物に対する情熱やご苦労とチーム
ワークがこめられていることを認
識しました。
� （城東区　味山さん）

選果場も見学

柿狩りみかん狩り

お一人様
５個

※写真と感想は同じ組合員さんではありません。

※ 東北応援に関する情報はホームページでも見ることができます。http://www.palcoop.or.jp/shinsai/higasinihon/

被災者に寄り添い、
絆をつなげる支援活動を

NO.79

（岩手県遠野市に常駐する　　　　　　　　　
パルコープボランティア事務局・林さんより）

ご協力ありがとうございます

東北支援募金の状況（2016年3月21日～ 2016年7月20日）
17,872,156円 （この金額には2015年度繰越金・注文書で

の募金・店舗などに設置の募金箱・ずっとボ
ラの会での物販などを含みます）

パルコープの店舗一覧はこちら。
http://www.palcoop.or.jp/shopping/shop/index.html

パルコープでとりくんだ「熊本地震緊急募金」に
ご協力ありがとうございました

組合員のみなさまからお寄せいただいた「熊本地震緊急募
金」は、1,832万8,897円となっています。1,422万2,474円
を日本生協連を通じて被災地の義援金、支援金としてお届け
しました（７月22日・第1回送金）。
なお、被害のあった取り引き先様（熊本県酪農業協同組合、
熊本畜産流通センター、ベジタブル・ユー、肥後農産出荷組
合、生協くまもと）へお見舞金としてお渡ししています。

＜今後の予定＞ ぜひ、お立ち寄りくださいね。

　2011年の発災直後より組合員さんからの支援物資
をはじめ、募金の寄付先としてきた「遠野まごころネッ
ト」（現在、NPO法人化）が今年も続けている「まごころ
サンタ基金」について報告させていただきます。
　震災の翌年からスタートしたこの基金は、被災して経
済的に家計が厳しい中で“学業の継続と将来の夢を持
ち続けること”を少しでも応援しようと、進学した大学
生・短大生・専門学校生を対象に“返済義務のない奨
学金”として続けておられます。その人数はこの５年で
のべ430名に及ぶとのこと。今年も面接等の選考を終
えて沿岸部３市出身の方々の７名が決定されました。応
募者全員と面接された、まごころネットの理事さんは
「被災から６年目に入り、経済的な格差の広がりを痛感
しました。例えば、自宅は流されなかったけど、職場が
流され余儀なく転職はしたけれど…など、“働く場と収
入”にまだまだ厳しい現実があります」と。
　一方「いま大学で元気にやっています」、「専門学校を
卒業し、夢に一歩近づく仕事につきました」など、先輩
奨学生からの便りも紹介いただき、パルコープからの
継続した寄付へのお礼とあわせ、基金がある限りこれ
からも続けていきたいとの思いを伺いました。

9月 4 日（日）
9月18日（日）
10月 2 日（日）

日　程 会　場
ながお店
住吉公園（大阪ちん電バルマルシェ）
東中浜店

時間はいずれも
10時～15時です。

2016年度　第3回
東北応援バス報告

パル・よどがわ・なら
組合員さんの

ずっとボラの会（東北応援バス参加者の
有志の会）よりお知らせ

下和野災害公営住宅
「たこ焼き＆そうめん交流会」

農作業をお手伝いした生産者さん
からも震災体験をお聞きました

高田町では山車１１台の「うごく七夕」が、気仙町では山車２台の「け
んか七夕」が、陸前高田市で慰霊と復興を願って行われました。震災
で住まいが離ればなれになっても、祭りの場で再会しあう地元の
方々の姿が。
生協ボランティアの子どもたちも山車に乗って、太鼓を叩いての巡行
も経験させてもらったり、岩手大学の学生さんたちと一緒に短冊飾
りもさせてもらいました
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